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市県民税二期分

保険税九月分に督促

市県民税第2期分、保険税
9月分の未納者に督促状を
10月20日付 で発付しますの
で、なにかの都合で、まだ

納めていないかたは早めに

納めてく ださい。

保
険
給
付
の
範
園
を
横
大

国
保

• 
病
気
が
治
る
ま
で
給
付

十
月

一
臼
か

ら
大
村
市
国
民
健
康
保
険
の
給

付
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
客

は

つ
ぎ
の
と
ゐ
り
で
す
。

一付
い
た
し
ま
せ
ん
。
は
リ
、

、き
ゅ

一う
と
同
時
に
行
な
っ
た
あ
ん
ま
、

一
マ
ッ
サ
ー
ジ
料
金
は
全
額
被
保
険

一者
負
担
で
す
。

稽
具
設
備
に
対
す
る
給
付
函
ま
た
は
義
歯
と
い
っ
て
い
る
も

一

加
は
り
、

き
ゅ
う
施
術
が
で
き

基
準
寝
具
設
備
の
承
認
を
う
げ
一
の
)
架
工
義
歯

(プ
リ
ッ
ヂ
)
金
一る
病
名

た
病
院
に
入
院
し
た
も
の
に
つ
き

一塁

、

襲

撃

歯

(

つ
ぎ
歯
)
玄

末
梢
神
経
疾
患

療
養
上
必
要
な
寝
具
類
(
ふ
と
ん
一
口
蓋
補
て
つ
お
よ
び
顎
骨
補
て
つ

一ム
運
動
器
震

シ
ー
ツ
、
毛
布
、
枇
等
)
が
対
象
一
等
で
、

充
て
ん
で
き
な
し
ほ
ど
歯
一

例
保
険
で
施
術
で
き
る
施
術
所

と
な
り
ま
ヲ
。

一

牙

が
崩
一服
し
た
も
の
に
冠
せ
た
り
一は
大
村
市
国
民
健
康
保
険

紅
付
期
間
三
年
の

態

一歯
の
抜
り
た
所
を
入
簡
で
回
復
す
瓦
定
施
術
耐
の
震
が
か
か

同
一
の
傷
病
お
よ
び
と
れ
が
原
一
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一っ

て
お
り
ま
す
。

因
で
発
し
た
傷
病
に
つ
い
て
は
従
一
は
り
、
き
ゅ
う

一

例
保
険
で
施
術
を
受
げ
る
万
法

束
、
病
院
に
か
か
っ
て
か
ら
三
年
一
施
術
の
保
険
給
付
一
保
険
で
施
室
寄
る
ご
と
に
一金

を
経
過
し
た
ら
給
付
が
う
け
ら
れ
一
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
の
半
額
を
一必
ず
被
保
険
者
証
お
よ
び
み
と
め

一料

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

一
傷
病
が
一
保
険
で
補
助
す
る
と
と
に
な
り
ま
一印
を
持
参
す
る
乙
と
。

一
5

治
る
ま
で
給
付
が
う
け
ら
れ
ま
す
一
し
た
。
施
術
万
法
等
は
つ
ぎ
の
と
一
審

険

者

一
人

左

足

一
回
一
割

歯
科
補
て
つ
に

一お
り
で
す
。

一
一

カ
月
に
五
回
以
内
で
あ
る
こ
一

施

対
す
る
給
付

一

ω施
術
料
金
別
表
の
と
お
り
一

と
“
)

補
て
つ
と
は
、
有
床
載
菌
(
入
一
制
あ
ん
ま
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
給

施 術区分
胞術
被支保険者払負社l蝕者IiI:i負別担額

被保険者の

料金 支払方法

ネ沼 a目玉nシ、 料 50円 50 。仙窓術口払所いの
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(
保
険
衛
生
課
)

日
日
か
ら
秋
の
大
掃
除

下
水
溝
、

便
所
な
ど
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

昭和初年 10月10日
〈昭和“年4月u日第三檀郵便物鰐可〉
10 月のメモ

1 5臼=第二田市内幼、小、中学校合同体育
祭(fli営グラ ンド)

2 1日=モーターボー ト第二節(2 4日まで)
2 2日=子供会指導者講習会
2 4日目全地区町務連絡委員会(有功町務連
絡委員、優良納税組合表彰式) (1時
中央公民舘)= 1 3日の予定を裂、更

2 5日=国民健煉保険健)来者表彰式(中央公
民舘〉

28日=モーターボート第3節(3 1日まで〕

ぷ@③され②箇 ① ム十ム塙内市ぎ
台床畳せる室所宅実月笑の外民 (J)秋
に下‘るよ内を地協十馳消等の要の
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せ空 物 に努く 認 の自制に捕なぞ語
1 気な しめ掃 屋 方 l剖つ掃さお除
湿のど 、て除のま ，とをまこを
気流日 空日す内 1 プモめお乙な市
が通光 気光 る外 月まこぞ い 内
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( そはんてた ⑦ を除 @ ぶをた ⑤石 所
容は別の容めゴ防し下ん埋は汚灰は
器にのか摺多ミ止 、水にめ 湿~J<を乾
はお要りに 童 館すね溝す f気が散
木い著書ら入に出るず、る享が停 布 し
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まだれ燃空ゴごつ 毘 な 都 U て 砂
さ、えびミでと 虫ど 水場い
いゴなんは大め類は を所る も
ミい、ま掃るのよ じ は場 し
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火

の

用

心

グ

外

出

の

時

夜

ね

る

前

rJ‘
さ
る
七
月
一
-

目
月
日
焼
失
し
た
市

涜
立
西
大
村
幼
稚

カ

閣
の
再
建
は
西

園
大
村
小
学
校
西

稚
側
に
八
月
五
日

幼
か
ら
建
設
に
着

4
リ

手
、
九
月
末
竣

rV
工
し
ま
し
た
。
，

A

ー
ん
と
れ
は
木
造
瓦

一『
t
茸
卒
家
建
二
百

九
十
三
・
三
七
年
方
針

(
八
八

・九
坪
)
で
、

保
育
室
二
、
遊
ぎ
室
一

保
髄
職
員
室
一

、
計
四

室
と
倉
庫
な
ど
で
敷
地

拡
千
九
百
六
十

・
二
平

方
村
川
で
す
。

十
月
六
日
か
ら
新
レ

い
園
舎
で
保
育
を
は
じ

め

ま

し

た

。

(

市

教

蚤

)

(写
真
μ
新
し
い
幼
稚
園
)

U
-

昌三一リ一一一
U

・.
R
H
R
.
A

口一
日目
R
A
n
--u

一行
，訪日一
1

・・日日付
。d
u
y
u
w・1U
H
P

ラ

ジ

オ

テ
レ
ビ

の
雑
音
で
お
困
り

の
か
た
は
丸
電
ヘ

高
校
正
、
一
般
の
部
丘
枚
以
内
。

締
切
り
十
片
三
十
H
駅
油
り
オ
ク

大
村
青
年
会
議
所
で
は
つ
ぎ
の

一製
作
の
「
へ
き
地
の
人
々
」
と
一ム
ラ
内
大
村
青
年
会
議
所
へ

催
し
を
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し

一「青
少
年
問
題
」
を
と
り
あ
げ
た
有
一

た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
参

一名
写
真
家
の
撮
影
じ
よ
る
も
の
で

一ム
新
聞
配
達
少
年
の
-
表
彰

雪
呼
び
か
り
て
い
ま
す
。

一全
紙
奇
五
十
点
を
展
示
し
ま
す
一十
月
二
十
二
日
午
後
か
ら
中
央
公

ム
hv

社
会
の
谷
問
。
写
真

一

一

民
舘
で
、
家
計
を
た
ず
り
一
日
も

展

一
ム
感

想

文

募

集

品

名
は
一
休
ま
ず
新
聞
を
配
号

、
ま
た
学

十
片
二
十

H
t二
十
二
日
(
二
十

一「社
会
の
谷
聞
を
見
て
」
小
学
生
三
一
校
で
も
ま
じ
め
な
少
年
を
各
新
聞

二
日
は
午
前
附
)
中
央
公
民
館

一年
庄
ま
で
四
百
字
詰
一ニ
枚
以
内
、
一阪

奈

お
よ
び
学
校
の
協
力
に
よ

乙
の
写
真
民
は
同
本
青
年
会
議
附

一四
年
生
以
上
五
枚
以
内
、
中
学
庄
一り
選
び
表
彰
し
ま
す
。

は

必

ず

火

の

元

を

点

検

し

ま

し

ょ

う

。

か
く
れ
た
社
会
-
一帯

仕
者
の
表
彰

新
聞
配
達
少
年
の
表
彰
と
同
時
L

か
く
れ
十
社
主
奉
仕
省
の
表
彰
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
地
味
に
社
告

奉
仕
を
つ
づ
り
て
い
る
人
を
と
存

じ
の
か
た
は
十
五
H
ま
で
背
岸
会

一

議
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
と
い
。
一

(大
村
青
年
会
議
耐
)

一

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
忌
明
に
寄
付

な
お
、
ど
参
拝
の
遺
気
族
じ
ま
-

l

j

e

』
一
市
内
久
風
郷
一

O
O
一
国
立
大
村

遺
族
輩
、
参
持
券
な
ど
を
お
渡
し
一
一
病
院
内
の
高
下
竹
雄
さ
ん
は
亡
妻

し
ま
す
の
で
、
十
六
日
か
ら
十
八
一
一ダ
J

さ
ん
の
忌
朗
に
際
し
、
市
福

田
の
聞
に
福
組
事
務
所
ま
た
は
各
一
一
祉
事
業
へ
金

一
封
を
九
月
二
十
日

出
堕
所
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。
一
一
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

(
福
利
事
費
附
)
一
一
市
内
須
田
ノ
木
六
九
三
審
地
の
鶴

消
己
さ
ん
は
亡
父
短

，
般
の
忌
明

に
金
二
千
円
を
社
会
福
知
事
業
ヘ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。F
福
制
事
務
所
)

何
日
に
慰
霊
祭

十
月
二
十
日
(
金
曜
)
午
前
十

時
凶
十
五
分
か
ら
長
崎
県
痢
国
慰

型
車
賀
会
主
催
の
秋
季
慰
鰹
祭
が

三
城
の
忠
霊
塔
で
執
行
さ
れ
ま
す

の
で
、
遺
家
族
な
ら
び
に
一
般
市

民
の
皆
様
方
多
数
ζ
参
拝
く
だ
さ

西
中
、

中
央
小
を
増
築

時
か
ら
申
央
公
民
舘
で
県
大
会

が
開
か
れ
ま
す
が
、
市
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
入
賞
者
-一
一名
が
参

加
し
ま
す
。

西
大
村
申
学
校
、
中
央
小
学
校

は
不
正
常
校
舎
と
し
て
国
か
ら
指

定
を
受
付
、
建
替
え
る
乙
と
に
む

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
昭

和
三
十
六
年
度
工
事
と
1
て
つ
ぎ

の
と
お
り
培
築
ず
る
乙
と
に
な
り

ま
レ
た
e

〔
西
大
村
中
学
校
〕
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
魁
千
-白
六
十
四

・
九
平
方
幻

(

一二
五
三
坪
)

(
校
舎

一
O
五
ニ
・
七
平
万

M
便

所
一
一

二
・
ニ一
中
万
H
C
で
普
通

教
室
十
二
教
室
、
工
費
U
恥
千
五

百
九
十
万

円

一

昭
和
三
十
六
年
度
第
二
回
狂
犬

-
v

〔
申
央
小
学
校
い

鉄
筋
コ
ジ
ク
リ
一
病
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
一

ー
ト
造
り
二
階
建
千
三
十
九
平
方
一
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
犬
の
飼
墾
一
?

と
ニ
四
一
ニ
坪
」
で
、
普
通
教
室
吾
は
も
よ
り
の
場
所
で
予
防
注
射
一

四
、
持
別
教
室
凶
、
放
送
室
、
保
健

一
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
P

室
、
職
員
室
.
校
長
室
各
一

、
計一

ム
料
金
予
防
注
射
手
数
料
百

一

十
ご
室
、
工
即
日

u、
約
千
五
百
四
一四
十
円

一
品

十
五
万
円
c

い
ず
れ
も
、
来
年
三
一
な
お
新
規
登
録
を
さ
れ
る
か
た
は

一

月
末
{一夜
の
予
定
で
す
。

一

別
に
鑑
札
手
数
料
と
し
て
三
百
円

一5

(
市
教
委

五

議

一

一犬
は
必
ず
鎖
か
丈
夫
な
紐
で
引
い

一

童
話
コ
ン
ク
ー
ル

一
て
来
て
く
だ
さ
い。

一。

市
敬
一
去
、
図
画
定
闘
で
は
第
点
一
な
お、

注
射
絶
了
後
違
反
犬
の
捕

7

回
重
野
コ
ン
J
J
l

ル
を
つ
ぎ
の

-獲
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
も
れ
一

と
お
り
聞
き
ま
す
の
で
、
ふ
笠
な
く
受
げ
て
く
だ
さ
い
。

一
』

っ
て
参
加
し
て
く
た
さ
い
。
一
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
一

A
期
目
、
場
所
寸
月
二
十
一
日
月
幻
日

三
浦
今
村
公
民
館

一
。

八
日
勾
径

一
問
中
央
公
民
宣

9
時
加
分

t
m時
ぬ
分
一

〈心
出
場
資
格
市
内
小
学
竺

9

0

溝
陸
公
民
館

一日
月
1
日

児
輩
ム
題
材
自
由
{
自
作
で
お
一

日
時

t
問
時
一

く
て
も
よ
い
と
口
預
貯
同
は
一

7

9

出

張

所

一
。

人
七
分
以
内

一

日
時
1
M時
一
。

ム
申
込
十
月
二
十
五
日
正
一

9

9

西
部
公
民
舘
一

午
ま
で
学
校
長
を
通
じ
て
市
立

M
時
加
分

1
日
時
加
分
一h
q

図

響

舘

ヘ

鈴

出

出

張

所

一

な
お
、
十
一
月
五
日
午
後

一

9
時
1
日
時
一

市
の
人
事
異
動

庶
務
時
前
長
渡
辺
文
夫
退
職
に
よ

り
十
月
七
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お
り

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

A
庶
務
課
長
ヘ
南
野
鹿
松
(
市
立

病
院
事
務
長
)
ム
病
院
事
務
長
兼

庶
務
係
長
へ
谷
本
守
光

(
病
院
庶

務

係

長

)

(

庶
務
課
)

l

i

i
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犬
病
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予
防
注
射
一。
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十
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
全

一テ
レ
ビ
の
雑
音
で
お
困
リ
の
か
た

国
一
斉
に
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
雑

一は
、
九
臨
大
村
営
業
所
ま
た
は
も

者

第

二

室
戸
台
風
に
よ
一
音
一
一
掃
運
動
か
行
な
わ
れ
て
い
ま
一
よ
り
の
ラ
ジ
オ
商
白
に
ご
相
談
く

鰐

を

る

被

災
者
数
媛
の
た
一
す
が
、
長
短
波
雑
音
対
策
協
韻

一だ
さ
い
。

風

力

め

の

義

援
金
品
を
募
一
会
大
村
支
部
(
支
部
長
日
九
電
大
一
な
お
、
同
支
部
で
は
十
月
十
八

台
協
集
し
て
お
り
ま
す
。
一
起
業
所
長
加
藤
愛
)
で
も
市

一十
九、

二
十
H
の

三

品
、
杭
出

戸

に

一

一

室

援

で

き

る

だ

付
義
援
金

一内
の
雑
音
を
な
く
し
て
、
楽
し
く

一樟
三
、
四
区
地
区
の
鮒
音
を
謝
企

ニ

救

が

望

ま
れ
て
お
り
ま
一

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
聞

一し
、
雑
音
一
掃
に
の
り
出
す
乙
b

目
第

の

一

一

ょ
う
で
す
)

一

す

が
、
福
祉
事
務
附
一
く
た
め
‘

皆
さ
ん
の
ζ
協
刀
を
お

一に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
保
険
衛
庄
課
)
一

で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
早
目

一願
い
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

(
庶
務
課
)

一に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
ラ
ジ
オ
一

s‘
，

s
h臨
時
、

4

・a給自問品、‘
J
b
d品
S
N
qム
d
b
g
bぷ
油
明

F
‘，

a
s潟
、
，
‘
b
d品
お

sup‘
‘
，
§
品
虫
、
常
P
1

3弘
捻
民
間

E
‘
，
e
b蕊
捻

u、d
，
e品
尽
ぼ
拍P
‘

rx時器官
官
‘

P
A世
間
目
下
‘

.Jお活
栓
町
、
，

m
l
u日
H

社
会
の
谷
閉
山
写
真
展

25 

松
原
野
岳
停
留
所

9
時
初
分
J
m
時
叩
分

。
東
光
寺
公
民
舘

日
時
l
ロ
時

。

出

張

所
日
時
J
日
時

福
重
出
張
所
9
時
1
日
時

黒
木
停
留一
附

9
時
加
分

t
m時
刊
分

黒
木
小
学
校
九
時
I
M時

萱
槻
出
積
所
川
崎

t
M
時

第
一
農
協

M
時
均
分
/
日
時
加
分

竹
松
出
張
附
9
時
1
日
時

西
大
村
出
眼
川

9
時

t
日
時

池
田
公
民
釦
9
尚

t
日
時

市

役

所9
時
t
日
時

東
大
村
小
学
校

9
時
刈
分
J
U
時

保

健

所9
時
t
日
時

{
長
壁
謀
)
一

。11 26 27 11 11 30 31 2 4 6 



(二〕

九
月
ま
で
に
.園田幽w・-""・

。
四
件
の
事
故

高
校
生
以
下
に
多
い
加
害
や
受
傷

(才297号)りよ市政だ大村(毎月 1臼.10日.to月発行)

み
ん
な
参
加
し
て
、

楽
し
み
ま
し
ょ
う

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ム
町
内
単
位
ボ
ー
ル
け
り

(
一
三
投
票
を
し
て
表
彰
す
る
。

髄
康
で
明
朗
な
社
会
生
活
蓄
ん

一十
才
以
上
男
五
、
女
五
)

一

ム
表
彰
各
襲
と
も
一
位
に

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
楽
し
い
レ
一
ム
校
区
単
位
玉
入
れ
競
争
(
男
一
賞
状
、
出
場
者
全
員
に
参
加
賞

一
ク
レ

1
シ
ョ
ン
を
お
す
す
め
す
る
一
女
年
令
不
問
三
O
名
)

一
ム
申
込
町
内
総
代
、
公
民
舘

一
初
の
市
民
運
動
会
を
開
催
す
る
乙
一
ム
公
民
館
単
位
惜
車
競
走
(
四
一
雲
通
じ
る
か
、
ま
た
は
直
接
市

一
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
数
ζ

一十
才
以
上
五
人
一
組
)

一社
会
教
育
課
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ

ー
一
参
加
く
だ
さ
い
。

一
ム
町
内
単
位
四
百
米
リ
レ
ー

一さ
い
。
(
十
月
十
八
日
ま
で
)

日
開
一

ム
と
き
十
月
二
十
九
日
(
日

一
(
選
手
H
小
学
男
一
、
女
一
、
申
一
(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

印
刷
一
曜
H
)
午
前
十
時
開
会

一学
男
一
、
女
一

J
5
t一ニ
O
才
男
一

月

笠

ム

と

乙

ろ

大

村

市
陸
上
競
技
二
、

女
一
、
一
ニ
C
才
以
上
男
一
、

主

机

椅

子

な

ど

の

不
用

。
制
一
場

一女

ご

公

】

と

な

っ

た

も

の

を

つ

ぎ

E一
一
ム
種
目

一串
回
顧
目
(
個
人

富

山
ニ
の
と
お
り
公
売
し
ま
す

刊

M
E年
回
日
空
競
技
各
種
目

一男
子

菜

、
女
子
六
O
米
、
男
子
な
〕
買
受
希
望
の
か
た
は
、

制
問
一
婦
人
会
H
二
人
三
脚
、
鈴
わ
り
、

一
一
、
五
O
O米
、
札
合
せ
(
男
女
)
肝
山
当
日
印
鑑
特
参
の
う
え

犀

一

民

堅

一

曲

小

学

生

男
女
、
申
差

女

y
フ
ト
机
〕
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

制
右
防
団
H
リ
レ

l
(役
職
別
)

一ボ
ー
ル
投
、
申
学
生
男
子
サ
ッ
カ
な
お
公
司
知
事
項
に
つ
い
て
不
明

畑
一
綱
引

l
ポ
ー
ル
付
り

，

の
点
は
市
役
所
財
務
課
管
理
係

一

般

種

目

ム

応
援
団
に
つ
い
て
は
、
人
気

へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
い
こ
と
が
ら

合

一

②

き
ま
っ
た
速
度
で
運
転
す
る
一
り
し
な
い

①
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
し
な
一
①
無
理
な
追
越
し
は
し
な
い
一

一

①
つ
か
れ
た
時
等
は
、

一
休
み
一
秋
季
交
通
安
全
運
動

②
自
転
車
に
乗
っ

て
右
か
、

左
一
し
無
理
な
運
転

は

し

な

い

一

の

お

も

な

行

事

予

定

に
曲
ろ
う
と
す
る
時
は
、
必
ら
ず
一

⑤
横
断
歩
道
や
、
曲
り
角
、
十
一

曲
ろ
う
と
す
る
方
の
手
を
水
平
に
一
字
路
、
そ
の
他
、
き
ま
っ
て
い
る
一

マ
祈
願
祭

あ
げ
合
図
を
し
、
前
後
の
車
に
注
一
所
で
は
一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
を
一

マ
自
動
車
パ
レ
ー
ド

意
し
て
曲
る

一

す

る

一

マ
協
会
員
お
よ
び
婦
人
会
に
よ
る

合
図
を
し
な
い
で
念
に
曲

一

⑤
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
決
し
て
一

街
頭
掲
導

る
こ
と
は
一
番
危
険
で
す
一

運
転
し
た
り
、
ま
た
さ
せ
た
り
し
一

マ
交
通
安
全
協
会
各
支
部
ご
と
の

③
手

ぱ

な

し

ゃ

、

ふ

ら

つ

き

乗

一

な

い

一

自

転
車
パ
レ
ー
ド

車
は

し

な

い

一

⑦
鉄
道
踏
切
り
で
は
、
必
ら
ず
一

マ
自
動
車
運
転
者
等
の
講
習
会

①
自
転
車
に
乗
っ
た
と
き
は
追
一一

日
一停
止
し
安
全
を
磁
め
て
通
過
一

マ
小
中
学
校
鼓
笛
隊
に
よ
る
市
申

越
す
場
合
の
ほ
か
は一

列
で
通
路
一
す

る

一

行

進

並
び
に
旗
行
列

の
左
端
に
寄
っ
て
進
行
す

る

一

古

そ
の
他
守
っ
て
も
ら
い
一
マ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
ピ
ラ
散

⑤
せ
ま
い
道
路
か
ら
広
い
道
路
一

た

い

こ

と

が

ら

平

一

布

に
出
る
と
き
は
必
ら
ず
右
と
左
に
一
①
交
通
の
ま
ア
し
い
道
ま
た
で
一
マ
踏
切

一
E
停
車
指
導

注

意

し

て

安

全

巻

確

め

る

一

}

』

t

一

一
は
遊
ん
だ
り
遊
ば
せ
た
り
し
な
い
一
マ
知
名
士
並
び
に
車
両
運
転
者
等

⑥
ζ
の

ほ

か

道

路

で

は

、

げ

し

一

一

一

一

に
よ
る
一

般
交
通
状
態
の
指
導

乙
乗
り
、
競
争
乗
り
の
よ
う
な
危
一

②
鉄
道
の
踏
切
線
路
で
遊
ん
だ
一

Z
王

険
な
乗
り
方
は
絶
対
し
な
い
一
リ
遊
ま
せ
た
り
し
な

い

一

2

一

t

一マ
優
良
運
転
者
の
表
彰

古

車
を
運
転
す
る
人
が
守
一
①
道
ば
た
で
は
、
千
ル
投
げ一

マ
そ
の
他
街
頭
指
導
お
よ
び
啓
発

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
な
ど
は
絶
対

に

し

な

い

一

宣
伝

こ
と
が
ら

古

一

④
家
の
中
や
、
せ
ま
い
道
路
か
一
(
大
村
市
交
通
安
全
協
会
、
大
村

①
始
業
点
検
を
必
ず
行
な
う
-
ら
広
い
道
路
に
急
に
飛
ひ
出
し
た
自
警
察
署
)

会需実字袋客室是議会会量貧警護会等失 会
売 し札 す 納札すい ーの金ち札。金札 札 差
律支心る入し。場回他納に で保 守刀
す得も後た 合の 入関開 百証号法
。曹の午現 は 入方札札分金後
申はと後品再札 法しは の 一 一
公し孟のスで ま午十入時般

主11 堤ま時引 札 落 即す後以札か競
十場すま取を札納 。二 上 保ら争
八所。でり行と 時 と証 ，ニ入
点 でにはなな かし金時札

室蓬斐点々ご害
警房主 長君事
詩密主主
一一 疋点点

-n~ 台程 届1¥ 、 、
長主験 財言十箱中

繁楚 裏手空室
望霊式 )二十机

塗家鉄 安の
蚕具鋳検ま万
、物定 rJrfj: 

ミ2時詰
ツ検配 ず六
ト査管ね目
印 、 、くま
刷化建だ で
、学 具 さに
木分 、い職
工 析 鋳 。業

ム
公
売
日
時
十
月
二
十
一

日

(土
)
午
後
一
時

ム
公
売
場
所
大
村
市
役
所
西

大
村
出
盟
問

秋
の
赤
痢
予
防
日
柿
な
ど
が
出
ま
わ
る
季
~
に
な
り
ま
し
た
。

(福
祉
事
務
所
)

マ
宅
地
造
成
四
万
円

マ
住
宅
建
設
費
二
十
五
万
円

マ
電
気
飲
用
水
道
施
設
二
万

円
マ
腫
用
地
施
設
二
十
万
円

マ
計
五
十
一
万
円

ム
土
地
購
入
代
金
反
当
五

万
五
千
円
、
支
払
方
法
は
三
年

据
置
二
十
五
年
元
利
均
等
年
賦

償
還

年
六
分

ム
応
募
資
格
安
婦
単
位
で

農
業
従
事
稼
働
力
一
・
八
以
上

ム
く
わ
し
い
と
と
は
農
業
委

員
会
ま
た
は
農
林
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
(
農
林
鰐
)

諌
早
干
拓
地
の

入
植
者
を
募
集

県
で
は
諌
早
平
祐
地
入
植
者

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
の
む
き
は
十

月
二
十
日
ま
で
に
市
直
林
課
に

申
出
て
く
だ
さ
い
。

ム
所
在
地
北
高
来
郡
森
山

村
地
先
ム
募
集
戸
数

四
十
六
一戸

暴
食
に
注
意
し
、

手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

大
村
保
健
所
で
は

つ
ぎ
の
と
お
り
栄
養

指
導
車
(
キ

ッ
チ
ン

・
カ
l
)
ぞ
巡
回
さ

せ
調
理
の
実
演
、
指

導
を
行
な
い
ま
す
の

で
多
数
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

十
月
十
八
日
三
浦
出
張
所
前

(
九
時
三
十
分
か
ら
)
竹
松
駅

前

(午
後
零
時
三
十
分
か

ι)

松
原
二
区
広
場

(午
後
三
時
か

ら
)

18日キッチン力ーで

調理の実演

(
保
険
衛
昨
」課
)

交

通

事

故

被

害

者

運

転

者

の

反

省

記

録
を
募
集

九
州
交
通
安
全
協
会
で
は
、

交
通
事
故
の
被
害
者
等
の
手
記

を
募
集
し
ま
す
。

乙
れ
は
交
通
事
故
の
被
害
者

ま
た
は
そ
の
近
親
者
の
な
ま
な

ま
し
い
手
配
を
通
じ
、
交
通
事

故
の
悲
惨
な
現
実
を

一
般
に
伝

え
、
ま
た
は
事
故
を
起
こ
し
た

運
転
者
の
反
省
記
録
ぞ
通
じ
事

故
防
止
に
寄
与
し
、
い
た
ま
し

い
輪
禍
の
災
害
か
ら一

般
の
人

々
を
守
る
た
め
の
交
通
安
全
思

想
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

ム
応
募
資
格
一
般

ム
応
募
締
切

十
月
末
ま
で
福

岡
市
中
央
郵
便
局
区
内
九
州

管
区
警
察
局
保
安
課
内
九
州
交

遊
安
全
協
会
ヘ

ム
内
容
①
交
通
事
故
の
悲
惨

な
事
実
を

一
般
に
伝
え
、
そ
の

な
ま
な
ま
し
い
記
録
を
通
じ
事

故
防
止
に
寄
与
す
る
も
の

②

すと料の州 ょの 色見
肥しゃ施は 元うーをら病 〔
料て 主 用中 B巴。こかれ 害 ι-
成早 体時 、施 O ねま 虫 庁
分生と期 下用 倍て す LLか
の 温し で 旬 11 被 、。 ホ f

う 州まず に 幼 を石 普ダ (う
ちです。か木 散 明通 ニ】
窒 は。 有け 、 布硫温の
素年基機て早 し 黄 州 発
を 間準質 元 生 ま骨は 主主
五施 量肥肥温 し 剤着が

射し広以 乙り 生 七年合開里 1
状 ま 輪上 の七 ι 三生肥塑四六
(に す状 施 ほ五 八四 11料士山剖剖
県 しがかしか 本 O 年二の用を
農 ま、 放ま に 植~ 11五柑の施 :燐
業す 三 射す堆の (五七 橘例レ酸
改 。年 状 。)既場 一 O 、こ はま三
良 自 に施肥 合 O キ三号 、す J
普 以据!用を)ア ミ年 そ県。阿
及 後つ万一 と 1-=11 樹 標幼剖
所 はて 法 トし Jレ匙四 令準木
) 放施 はンて 当 ザ O ニ 複 で加

農

事

メ

モ

き
た
る
一
で
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は
本
一
転
車
に
乗
る
人
も
一
人
、
一

人
が
一
る
い
生
活
者
お
く
る
た
め
に
、
悲

月
十
二
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の
聞
に
一
つ
ぎ
の
こ
と
を
良
く
守
っ
て
、
習
一

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
お

日
か
ら
二
一
百
四
件
、
死
亡
さ
れ
た
人
が
六
人

一慣
づ
り
る
よ
う
に
し
、
楽
し
い
明
一
互
い
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
日
ま
で
一
負
傷
さ
れ
た
人
が
九
十
八
人
と
い
一
睡
輔
韓
関
盟
閤
臨
麗
輯
盟
題
盟
盟
盟
臨
調
理

の
十
日
間
一
一
贈
醐
凶
醐
剖
睡
酢
劉
卸
酬
明
塑
脳
官
醐
縄
開
湖
臨
晶
嗣
同
組
閣
醐
麗

一
う
多
く
の
人
が
事
故
の
犠
牲
者
と

一

醐

盟

醗

膜

融

瞬

臨

臨

臨

盤

際

睡

眠

臨

臨

全
国
一
斉
一
E
コ

一

揖

翻

臨

園

嵐

B臨
圏
田
園
田
開
櫨
園
田
置
田
園
盟
関
国
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自

一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
乙
の
う
一

'

に
散
の
交

一

一

平
歩
く
人
が
常
こ
守
ら
な

一と
き
は
必
ら
ず
手
を
と
っ
て
一
人

一
ち
高
校
生
以
下
の
子
供
の
受
傷
や一

l

一

通
安
全
運

一

一

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

す
一
歩
き
は
さ
せ
な
い

動
が
行
均
一
加
害
事
故
が
三
十
四
件
も
発
生
レ一

①
歩
道
の
な
い
所
で
は
道
路
の
一
①
パ
ス
、
そ
の
他
の
車
に
乗
り

わ
れ
る
乙
一
て
、

近
ご
ろ
と
く
に
子
供
の
事
故
一右

側

鮒

を

歩

く

一

降

り

す

る

と
き
は
そ
の
車
の
前
や

と
に
な
り
一
が
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

一

②
歩
道
の
あ

ゑ

で
は
必
ず
三
家
主
に
飛
び
出
な
い

ま
し
た
。
一
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
一
の
歩
道
を
歩
く

一

⑦
道
路
で
の
立
話
し
は
絶
対
し

市
民
の
一
ど
ん
な
事
故
を
受
け
た
り
、

起
し一

①
道
路
義
切
る
と
き
は
、
必
一
な
い

皆
さ
ん
は
一
た
り
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一
ず
一
度
止
っ
て
「
右
と
き

に
注
一

審

議

路

づ

た

い
の
歩
行
は

カ
ね
て
交

一

一

意
し
て
安
全
を
確
め
て
か
ら
渡
る
一
し
な
い

通
事
故
防
止
の
た
め
に
種
々
尽
力
一
乙
の
運
動
を
契
機
と
し
て
ぷ
一
④
道
路
は
斜
め
に
横
切
ら
な
い
一
合

自
転
車
を
利
用
す
る
人

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
高
市
内
芝
人
も
、
雲

運

転
す
る
人
も
、
自
一

⑤
小
さ
い
子
供
童
れ
て
い
る
一
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ム
経
営
型
態

水

稲
栽
培
と

酪
農
栓
組
合
わ
せ
た
水
田
酪
農

協
業
事
業
を

行

な

う

ミ
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3
4急
3
3
4
3
;
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?ミ
t
S
4
3、
4
3
3議、
ssミ、
1
3く

ム
三
戸
当
品
川
面
積

一一

結

核

検

診

の

精

密

検

査

で

お

知

ら

せ

し

て

お

り

ま

す

の

で

議

室

長

重

量

・
九
七
へ
ク
タ
l
J

通
知
票
を
受
付
ら
れ
た
か
た
は
も
し
て
い
ま
す
。

ム
入
植
時

期

一

ニ

十

六

年

度

は

保

健

所

で

実

施

れ

な

く

受

診

レ

て

く

だ

さ

い

。

ム

十

月

四

日

か

ら

十

一

月

上

旬

ま

中
に
入
植
者
を
決
め、

一ニ
十
七

，

}

な
お
、
本
庁
、
西
大
村
地
区
は
で
、
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
午
前

年
度
に
入
植

本
庁
、
西
大
村
地
区
の
一
部
を
絡
了
し
ま
し
た
が
、
検
診
の
結
果
十
一
月
申
旬
か
ら
実
施
の
予
定
で
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で

ム
必
要
資
金

補

助
、
融
資
除
い
て
実
施
し
ま
し
た
、
一
般
結
所
見
の
あ
る
か
た
も
多
数
発
見
さ
ず
。

(た
だ
し
、
個
人
に
は
実
施
日
を

以
外
に
一

一戸当
り
自
己
負
担
額
核
検
診
は
、
み
な
さ
ん
の
関
心
も
れ
て
お
り
ま
す
。
精
密
審
査
を
必
精
密
審
査
臼
、
損
所
指
定
し
て
い
ま
す
)

は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
た
か
ま
り
、
好
い
成
績
を
あ
げ
、
要
と
す
る
か
た
に
は
、
個
人
通
知
ム
大
村
保
健
所
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
(
保
険
衛
生
課
)

交
通
事
故
を
起
し
た
運
転
者
の

反
省
記
録
を
通
じ
、
車
両
運
転

者
に
安
全
運
転
励
行
の
必
要
性

を
強
調
し
た
も
の

ム
原
稿
用
紙
は
四
百
字
詰
五

枚
以
内、

原
稿
に
は
住
所
、
職

業
、
氏
名
、
年
令
を
明
記
す
る

乙
とム
応
募
作
品
中
か
ら
壁
亮
作

品
四
十
点
に
薄
謝
を
贈
呈
す
る

会
L

市
教
育
委
員
会
、
大

様
ロ

村
市
音
楽
町
好
会
で
は

陀
1

第
二
回
音
楽
会
を
つ
ぎ

市
E

の
と
お
り
開
き
ま
す
の

で
、
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い

，
ム
期
日
十
一
月
コ
了
四
日

(二
日
間
)

第
一
日

(
三
日
)
小
中
学
症
の

部
(
午
前
九
時
か
ら
)
洋
楽
を

主
と
す
る
一
般
の
部
左
後
一

時
か
ら
)

館
二
日

(四
日
)
和
楽
を
主
と

す
る
一
般
の
部
(
午
後
一
時
か

ら
)ム
内
容
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ

る
こ
と
を
本
体
と
し
、
和
楽
、

洋
楽
、
器
楽
、
声
楽
を
と
わ
な

い
、
個
人
団
体
い
ず
れ
で
も
よ

ム
参
加
対
象
市
内
在
住
の

市
民ム
出
演
時
間
は
一
人
{
一

団

体
)

一
回
十
分
以
内

ム
申
込

十
月
二
十
五
日
ま

で
中
央
公
民
舘
ま
た
は
社
会
教

育
課
へ
(市
教
委
社
会
教
育
謀
)

剣
道
昇
段
審
査

大
村
剣
道
協
会
で
は
二
十
二

日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
辻
田

町
微
神
室
で、

初
段
か
ら
五
段

ま
で
の
昇
段
審
査
を
実
施
し
ま

す。
希
留
者
は
十
七
日
ま
で
に
協

会
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
@


